
ああ、もう。君さ？

僕、毎回。どこでも言うことになるんだけどさ。

こんなには要らないよ。モンスター退治の報酬。

だって、僕はそのへんのハンターとは違う。

女神様に選ばれた、本物の勇者様なんだよ？

みんなを守るのは、使命。当然のことだからさぁ。

いやいや、拍手だって要らないよ？

賞賛だって、本来受け取るべきじゃない。

でもまぁ、この金貨袋を引っ込めてくれるなら。

そして、旅を続けるための最低限。

ちょっぴりの路銀に変えてくれるなら、まぁ。

こんな風に、笑顔で受け取るべきかもね。ほら。

あ、ちょっと。何で増やすのさっ！？

ファンサのお礼ッ！？

イケメンの、スマイルの価値無限大ッ！？

クソッ、ちょっと笑いかけたらすぐコレだっ！

あのね、いいかな？

お金は最低限で良いって、何回も。

ンッ♡あんっ♡

ご、ごほんっ♡ま、まぁ確かに？

勇者と言えど、先立つ物は必要。

片方の金貨袋だけなら、受け取って上げてもいいかも♡

ほぉ゛ッ！？

ご、ごめっ♡指ッ♡指らっめっ♡

ひゃいっ♡受け取りますッ♡両方ッ♡

だから人前ほぢほぢ、許して♡



ヒョォ゛ォ゛ッ！？へっ♡へっ♡

あ、ああ♡ごめんごめん♡

ちょっと今、ほら♡

隣の荷物持ち君から、路銀の残りが少ないって聞いてね♡

ついついびっくりして、変な顔しちゃった♡

受け取るよ、大喜びで♡

ね、キミもそれで納得だろ♡

な、なんだい♡まだ不満があるのかなっ♡

はぁ！？勇者様に、そこらへんに転がってそうなオッサンの癖に。

距離が近すぎる！？調子をコキ過ぎだって！？

ギルドの受付嬢風情が、僕らの関係に文句を着けるだなんてっ！

良いかい！？そもそも。ンッギュッ♡

ご、ごめっ♡ほら、僕って勇者♡

世界を救うために、忙しい身だからさっ♡

今すぐ行くッ♡行きますぅッ♡

あ゛ヒッ♡ふひっ♡

き、君ねぇ♡バレちゃうかと思っただろぉ♡

人前では、もう少し手加減してよ♡

あの受付嬢、ヘンな顔してた♡

もっとヘンになった、僕の顔見て。絶対怪しんでたよぉ♡

ンッほぉ゛ォ゛ッ♡

ご、ごめっ♡もう文句言わないからぁ♡

みんなの前では、イケメンで居させてぇ♡

歩きながら、ケツ穴イタズラ駄目だよぉ♡

舌ピンさせるの禁止♡ねっ♡ねっ♡

え、通行人に手を振れ？笑顔で？

はひっ♡ぴぃす♡ぴぃす♡

ンぉ゛ほぉ゛ッ♡



ま、またやったぁっ♡

もう、ホントいじわるだな君はっ♡

街を出るまでは、ケツ揉み♡

軽いセクハラだけで我慢して♡

ンッ♡んはっ♡そ、そうそう♡

ぼ、僕も♡嬉しがるの、我慢するからさっ♡

あんっ♡あひっ♡ふひぃっ♡

み、みんな～♡世界の平和は、この僕♡

カッコ良くて、超強い勇者様♡

アルスに任せて、安心して見送ってね♡

えへっ♡えへへっ♡へへぇ♡

はぁ～っ♡はぁぁっ♡

そ、そろそろ良いよねッ♡もう見えないはずっ♡

まったく、君はさ。ンッ♡

名残惜しいけど、ケツ揉み止めて♡

もっと良い物を、引っ掴ませてあげるからさぁ♡

ほらっ♡

はぁ、とっても窮屈だったよぉ♡

町では隠さなきゃダメなんて、ホントのホントに馬鹿らしい♡

でもまぁ、しょうがないよね♡

だって、みんなの憧れのイケメンフェイス♡

カッコいい勇者様に、どう見ても似合わないよね♡

こ、こんなさぁ♡普通の女の子より、デッカ過ぎる弱み♡

脳みそには、使命感じゃなくて。

ドスケベなことしか、詰まってませ～ん♡

そう一目でわかっちゃうような、メルトル超え♡

君に勇者として選ばれる、ず～っとず～っと前♡

無知でちっちゃな頃から育ててもらってぇ♡



今じゃこんなに、ムッチムチ♡

男なら誰だって、見た瞬間に食べたくなっちゃうぐらい♡

と～っても、美味しそうに仕上がったけどさ♡

相も変わらず、今も昔も♡

未来永劫、君専用♡君だけの物なんだからなっ♡

さぁ、持ってよ♡荷物持ちの義務だろぉ♡

あ、ごめんね？いつもみたいに、おねだりしなきゃ♡

ふ、不束な♡イケメンも勇者も失格な、ドスケベパイ雌のぉ♡

君に背負わせちゃってる、不良債権♡重荷♡

クソ重馬鹿乳、どうか握ってくださぁい♡

お願いします、オジサンなのに本物イケメンなッ♡

僕の飼い主ッ♡ご主人様ぁっ♡

ンッぎゅっ♡ち、力つよぉいっ♡

あんっ♡指、食い込むぅっ♡

ああんっ♡し、幸せッ♡

力つよぉいっ♡幸せれすぅ～っ♡

て、手加減だめっ♡もっと強くぅ♡

ワガママ放題に握ってッ♡揉み回してくだしゃいぃ～ッ♡

んひっ♡あ゛ッひぃ゛ンッ♡

ご、ごめんねっ♡君に、肩越しガッチリパイ握りぃ♡

してもらうだけで、嬉しすぎて膝ガクガクッ♡

逞しい身体に、お縋りしてぇ♡

もっとしっかり握ってくださぁい♡って♡

おねだりしながらじゃないと、歩けないような♡

手間の掛かる、馬鹿乳勇者でごめんなさいっ♡

えい、お詫び♡感謝のキス♡

んちゅっ♡ちゅっちゅっ♡

はぁ、横顔♡カッコいい♡



もっとキスしたくなっちゃうよぉ♡

ちゅっ♡れるっ♡あ、味もぉ♡

すん、すんすんっ♡ふはっ♡

加齢臭までサイコー♡ちゅっ♡

んふっ♡やだ、こわぁい♡

ご機嫌斜めな顔、しちゃってるぅ♡

まったく、勇者様のくちびる♡

オジサンの癖に独占してるのに、なんて態度だ♡

まぁ、しょうがないよね♡だってさ♡

えい、重さ確かめちゃお♡君の金玉♡

あ゛ッ重いッ♡ザーメングツグツ、煮詰まっちゃってるっ♡

こ、これは♡一刻も早く♡

馬鹿乳握ってもらってる、お礼にぃ♡

イケメン勇者なんかじゃなく、君に飼ってもらってるマゾ♡

よわっちぃ、雑魚雑魚過ぎる雌としてぇ♡

僕が軽くしてあげなきゃ駄目、絶対♡

そう、思うんだけどぉ♡

ほら、お返事どうぞ♡んちゅっ♡

あ゛ッヒィ゛ぃ゛ンッ♡

も、もう♡君ったらさ♡

偽物な僕と違って、男らしすぎるよぉ♡

言葉すら不要♡さっさとやれや、このカスって♡

僕の馬鹿乳握り潰して、命令してくれたぁ♡

思わず僕、立ち止まってぇ♡

がぁっぱり、脚ピンガニ股♡

また勇者失格な間抜けなポーズ♡

いいや、相応しい姿勢になりつつ。君のお望み通りにしちゃうっ♡

あ゛ッ♡あ゛ッあ゛ッ♡

お゛ッお゛ッ♡おまんこぉっ♡



自分でグチュグチュほぢくって、準備しますご主人様ぁっ♡

聖剣よりもカッコいい、君のおちんぽ様ソードぉっ♡

僕のトロトロチンハメ鞘で、お迎え準備しゅるっ♡

でも、あんっ♡ああんっ♡

ぼ、僕の細い指なんかじゃ♡いくらほぢっても、ダメぇ♡

こうやって、クリちゃん抓ってもぉ♡ンッピィ゛ッ♡

し、潮の一つも噴けやしないっ♡持ち主様の、アクメ許可が必要だよぉ♡

あ゛ッあ゛ッ♡い、イきたいっ♡

イかせてください、ご主人様ぁっ♡

僕のよわよわマゾ乳首ぃっ♡全力で抓ってッ♡

勇者まんこブッ壊してやるって、ご意志をはっきり伝えてよぉっ♡

ンッピィ゛～ッ♡イくっ♡イッぐぅ゛ぅ゛ッ♡

あ、あひぃんっ♡まんこでイケずに、乳首でイッたぁ♡

いつも通りに、君にだけ♡

ご主人様に、負けましたぁ♡

降参♡絶対的な、大敗北ぅ♡

もうしゅんごく、大満喫させて頂いたのでぇ♡

はい、服従ポーズ♡

君の大好きな、エロ蹲踞でアピール♡

んぶぉ゛ッ♡や、やったっ♡

お利口さんにできた、ご褒美にぃっ♡

君のっ♡本物雄様の、金玉置きにしてもらえたぁっ♡

はい、その通りですぅ♡偽物勇者のイケメン美貌も、君専用♡

いつでもどこでも、金玉フリー♡

大歓迎どころか、お礼のキスまで捧げちゃうしぃっ♡

んちゅっ♡ちゅっちゅっ♡ふぉ゛ォ゛ッ♡

ほぉ゛ォ゛～ッ♡は、反省と悦びの♡

嬉ションまで、漏らしちゃうぅ♡

もう勇者らしさゼロ♡ただの馬鹿犬ッ♡



でも、もっとそうなりたいからぁ♡

キス♡もっとキスッ♡

熱心過ぎるぐらいに、金玉に捧げまくらなきゃっ♡

んっ♡ン～ッ！？ン～ッ♡

こ、こらっ♡なんで退けちゃうのさっ♡

もっと僕に、いつも重いモンを持たせやがって♡

代わりにもっと重い物を載せてやっからなって♡

立場逆転ッ♡偽物じゃなくて、本当の身分っ♡

君専属の金玉置きだって、僕に自覚を教え込みなよっ♡

本物雄様の、大事な大事なお仕事だろぉ～っ♡

うう、駄目？絶対？そ、そうかっ♡

金玉置きにしてもらうのは、僕の大事なお仕事だけどぉ♡

もっと大事な雌の義務、すっかり忘れてたよぉ♡

君の金玉の御都合が、最優先だもんねっ♡

だ、だからぁ♡せっかく準備した、おちんぽ様ソードの鞘♡

トロトロおまんこなんかガン無視♡

んひっ♡あ、愛液をローションにだけ使ってぇ♡

こっちを使うね、ご主人様ぁっ♡

えい、えいえいっ♡どうだぁっ♡

気持ちいいだろぉ～っ♡勇者必殺ッ♡

ラブラブパイズリご奉仕だぁっ♡

僕のクソ重馬鹿乳、贅沢に使ってぇ♡

おちんぽ様ソードのご機嫌、取りまくってやるんだからなっ♡

あ゛ッごめんっ♡ご立派過ぎて、谷間から亀頭ッ♡

ハミ出ちゃってるッ♡カッコいいッ♡

あ゛ヒィんっ♡ビクビクしてるっ♡お怒りマックスぅっ♡

じゃあ、うるさいお口も使いまぁすっ♡

ちゅっ♡ちゅっちゅっ♡れる、れるぅっ♡

はぁ、好き♡ちゅっ♡だぁい好き♡

カッコいい♡逞しすぎて、勇者ガチ恋♡

夢中でラブキス、しまくりでぇす♡



んちゅっ♡つ、つよつよ過ぎて♡

おっぱいでご奉仕してるのに、おまんこうずうずしちゃうぅ♡

でも、我慢♡ちゅっちゅっ♡

あっ駄目ッ♡チンキスは我慢むりっ♡

不可能ッ♡んちゅっ♡

ちゅるるッ♡ン～ッ♡

ぷはっ♡や、やっと出て来たぁ♡

君の我慢汁おいしい♡極上の美味過ぎるぅ♡

で、でもぉ♡

もっと美味しいの恵んでッ♡

偽物勇者如きには、勿体ないかもだけどっ♡

エサ、エサくださぁいっ♡

ちっちゃな頃から食べさせてくれた、僕の大好物ッ♡

雑魚雑魚パイズリで恐縮ですが、ザーメンくださいご主人様ぁっ♡

さ、最後にぃ♡誠意たっぷり、ラブラブエサねだりでトドメッ♡

あ～♡はむっ♡はむ、はみゅぅっ♡

ンブッ♡んぶぶぶぉ゛ッ♡

ごぼっ♡ごぼぼぉ～っ♡

もぎゅっ♡もぎゅもぎゅもぎゅっ♡

ぐちゅぐちゅっ♡がらがらがらぁ～っ♡

ごっ……きゅんっ♡

あ～っ♡あ～っ♡

れろれろっ♡れりゅぅんっ♡

さ、最高でした♡ご主人様ぁ♡

満足感凄い♡もう僕、おなかいっぱい♡

で、ですから次は♡おまんこをぉ♡

んっぴぃ゛～ッ！？

ひ、酷いよぉ♡また乳首でご命令♡

でもわかりました♡パイズリばっかり致しますぅ♡



だから次こそぉ♡

えいっ♡えいえいっ♡

お、おちんぽ様ソードぉ♡

立派にパイズリ出来たらご褒美ッ♡

僕のまんこに、思いっきりブッ刺してッ♡

約束だよっ♡お願いします、ご主人様ぁ～っ♡

ンッピィ゛ぃ゛～ッ！？

んぶっ♡んぶぶぅっ♡

も、もう僕が♡おなかいっぱい♡

エサは十分ですって言ったのにぃ♡

しつこくパイズリさせて、ザーメンばっかりブッ掛けまくり♡

これじゃ、完全に便器♡ただのザーメンのコキ捨て場だよぉ♡

ほら、見て♡顔面ドロッドロにした挙句にぃ♡

おっぱいまで、黄ばんだ真っ白にコーティングされちゃったぁ♡

僕の馬鹿乳でも、受け止め切れず溢れちゃってる♡

こんなの、君専用のパイズリおもちゃ♡

いいや、もっと良い呼び名が有ったね♡

おトイレ♡ザーメンおトイレ、失格だよぉ♡

僕の罪悪感まで、大洪水になっちゃう♡

は、反省の証にぃ♡鎧はこのまま、着るのは当然♡

町でも激臭漂わせて、女の子たちに嫌がられちゃうんだ♡

えっ、駄目？みんなの前では、ちゃんとイケメン勇者しとけ？

じゃ、じゃあじゃあじゃあ♡しょうがないねっ♡

えい、もう飲めないとか抜かしたけども♡

君のザーメンを、布とかで拭うとか♡

あまりにも、おトイレ失格過ぎるからさぁ♡

前言撤回、啜っちゃお♡



ごめんなさい、さっきは嘘を吐きました♡

まだ飲めます♡むしろ、パイズリもっと♡

おトイレまだまだ、汚してもらいたいでぇす♡

んじゅっ♡んじゅじゅっ♡

じゅるっ♡じゅるるっ♡ン～ッ！？

な、なんでおちんぽ様ソード。しまっちゃうのさぁ！？

まだ僕、最高の幸せ。

勇者じゃなくて、君のおトイレとしての。

一番大事で、欠かしちゃいけないお仕事。

おまんこッ♡おちんぽ様ソードの鞘、使ってもらってないんですけどぉ！？

情け容赦なく突っ込んで、思いっきりどっぴゅんしなよっ♡

僕の子宮を、ザーメンで重くしてもらわないとッ♡

魔王退治とか無理、絶対っ♡

もう一歩だって、歩いてなんかやらないぞっ♡

勇者自ら、救世の旅を放棄しちゃうんだからなっ♡

う、うう。意地悪な顔してるぅ♡

でもクソッ、それでもかっこいいッ♡

なら、最後の手段だっ♡

ほら、ご覧になりなよっ♡

ほっ♡ほっ♡ど、どうだぁっ♡

これが勇者の最終奥義ッ♡

両手は頭の後ろで組んで、絶対的な無抵抗を表現してぇっ♡

弱みその物ッ♡馬鹿乳だっぱんだっぱん、振り回しつつ♡

なっがい脚は、爪先ビンビンしつつガニ股ッ♡

惨め過ぎる、乳振りダンスぅっ♡

ホラっ♡ほらほらっ♡

威勢良く、I字バランスまでしちゃうんだからなっ♡

今は君しか見てないけど、誰かが通りがかったらオシマイだぞぉっ♡

もし、見られてもぉ♡

おちんぽ様ソード、おまんこに突っ込んでもらわないと駄目♡



決してやめないっ♡僕の決意は硬いんだからなっ♡

それどころか僕、馬鹿乳とってもクソ弱いです♡

引っ掴まれたら、誰にでもすぐ負けまぁす♡

お、おレイプだってしやすいです♡ってぇ♡

君以外の雑魚雄の、クソ雑魚おちんぽ様ソード突っ込まれるためのっ♡

クソマゾ自白まで初めて、寝取られおねだりしちゃうんだからなっ♡

このままじゃ、勇者どころか僕の人生まであっさり終了♡

君以外に持ち帰られて、ＮＧ皆無♡

孕ませ放題の、セックス奴隷として飼われちゃうかもねッ♡

さ、最悪のケースだと。

町のみんなでシェアされてさぁ♡

誰でも気軽にザーメンどっぴゅん♡

コキ捨てまくりの、公衆ザーメンおトイレまであり得るッ♡

ほらほら、許せるのかなっ♡そんなのっ♡

勇者の旅はココで終わり♡バッドエンド一直線♡

楽しい旅が、強制終了しちゃうぞぉ～っ♡

ンッギュッ♡そ、そうそう♡

後ろから、これは俺のモンだゾ♡

浮気おレイプとか、俺以外のおトイレとか♡

絶対させる訳ねぇだろ、このカスって♡

馬鹿乳ガッチリ鷲掴みぃ♡そ、そこからのぉ♡

ンッピィ゛～ッ♡

あ、あはっ♡馬鹿なことを抜かすなってぇ♡

乳首をデコピン♡お仕置き嬉しいッ♡

でも、まだ足りないッ♡

おっぱい引っ掴むのやめたら、また踊り始めちゃうからなっ♡

僕のお下品ダンスを止めるためには、特効薬♡

いいや、本物の聖剣が必要だぞぉ♡

くださいっ♡おちんぽ様ソードぉっ♡

僕の君専用♡おちんぽ様の鞘♡



おトイレまんこに、容赦なくブチ込んでぇっ♡

お゛ォ゛ッ！？ほぉ゛ォ゛～ッ♡

ち、ちがっ♡しょこっ♡別の穴ッ♡

確かに僕、君にされるならぁ♡

何だって嬉しい、それは間違いないしぃ♡

ついついダブピー舌ピン、しちゃったけどぉ♡

け、けちゅっ♡けちゅ穴らめぇっ♡

お゛ッお゛ッ！？お゛～ッ♡お゛～ッ♡

ご、ごめっ♡股間でケツをバッチンバッチンッ♡

し、シバきながらぁ♡おちんぽ様ソードで、裏から子宮ッ♡

お゛ッほう゛ォ゛ッ♡ほぉ゛ッひぃ゛～ッ♡

ブッ刺しまくるのらめっ♡らめぇっ♡

ほぁ゛ッ♡ほぁ゛ァ゛～ッ♡

しゅ、しゅみませぇんっ♡

はひっ♡僕の穴は、どっちも君のおちんぽ様ソードのぉ♡

いつでも突っ込んで、ザーメンどぴゅどぴゅっ♡

気軽にしていい、使いたい放題なおトイレ♡

ただのザーメンの、コキ捨て場ですぅっ♡

ダブピーやめて、しっかり木に手を突いてぇ♡

頭を下げて、ケツ高々♡

つ、使いやすく♡しておきまぁすっ♡

のヒョォ゛ッ♡う゛ぅ゛ッ♡ヒョォ゛～ッ♡

は、激しくなったぁっ♡バチバチどちゅどちゅっ♡

ケツをシバきながらの、お褒めのピストンッ♡

僕コレしゅきっ♡らいしゅきぃっ♡

僕のケツに、手形しっかり刻みながらぁ♡

子宮を裏からブッ潰すの、かっこ良すぎぃッ♡



お゛ほぉ゛ッ♡お゛ッお゛ッ♡

ひゃいっ♡ひゃぁいっ♡乳振りダンスしてごめんなさいっ♡

はひっ♡しょれ、君の物ッ♡お゛ッ♡

し、子宮を裏からグリグリィ♡もっとして♡

あ゛ッ♡あ゛ォ゛ッ♡ほぉ゛ッ♡ほぉ゛ォ゛ッ♡

お、おちんぽ様ソードの先っぽから、お怒り伝わりまくりれすぅ～ッ♡

君以外に、まんこもケツも使わせませぇんっ♡

だからしてっ♡ケツ穴お射精ッ♡

コレは俺のモンだって、ザーメンびゅるびゅるッ♡

僕のケツは、おっきぃのを出す出口じゃなくてッ♡

お゛ッほぅ゛ォ゛ッ♡逆ッ♡

逆なにょぉ゛っ♡もっとおっきぃのっ♡

君のおちんぽ様ソードを、受け入れるための入口♡

専用おトイレだって、教え込んでくださぁいっ♡

ほぁ゛ッぢぃ゛～ッ♡けちゅっ♡

直腸灼けるッ♡

使命感が、ケツ穴の中で煮えたぎりゅぅ゛～ッ♡

お゛～ッ♡お゛ッお゛ッ♡お゛～ッ♡

ご、ご馳走様♡でしたぁっ♡

はひっ♡感謝のケツイキもキメましたぁ♡

僕、とっても大満足ぅ♡

裏から叩きのめされた子宮も、ごめんなさいってゆってます♡

と、ところで♡君の金玉の具合はぁ♡

いかがでしょうかっ♡きっと、軽くなったでしょ♡

満足してくれたかな♡えへっ♡

ほぁ゛ッ！？ほぁ゛ァ゛～ッ♡

じゃ、邪魔ッ♡邪魔だよ君たちっ♡



僕らの道を塞ぐなっ♡

顔が怖いッ！？噂通りの、イケメンなスマイル見せて？

う、うるさいなぁっ！こっちは疲れてるんだよっ！

もう凄まじすぎる、激しいバトルをしたからねッ！

ど、どんなモンスターと戦ったのか。だってぇ！？

凶悪ッ♡暴虐ッ♡逃げることすら、絶対不可能♡

ぼ、僕のケツ。ブッ叩かれ過ぎて、すっかりくたびれちゃったぁ♡

リベンジマッチのため、今は休まなきゃダメ♡

負けたのか、だって！？ああ、そりゃ負けたさッ♡

もうズタボロ♡こ、こうやってぇ♡

ケツをがぁっちり♡荷物持ち君に、優しくもみもみされつつ♡

しっかり支えてもらってなきゃ、駄目♡

苦しくて一歩だって、歩けないぐらいにねっ♡ンぉ゛ッ！？

そ、そんなモンスターがぁ♡町の近くに居ると困るぅ？

知らないよ、勝手に困りなよッ♡あ゛ッごめっ♡

た、退治ッ♡ちゃんと退治、されますぅっ♡

ふ～っ♡ふ～っ♡

も、もういいかな♡次は絶対勝つから、心配要らないッ♡

宿はあっち？ああ、ありがとう♡

ほぉ゛ッ！？は、はひぃ♡

さっさとイく、イきまぁす♡

じゃあね君たち、ファンサは後ッ！

大勝利キメたら構ってあげるから、今はとにかく退いててよっ♡

ふ～っ♡ふ～っ♡しゅ、主人♡

最高級の部屋ッ♡ベッドは一つッ♡

荷物持ち君の部屋！？要らないに決まってるだろぉ～っ！

一刻も早く、おちんぽ様ソードをハメハメッ♡

きゃぁ゛ッ！？ひぃ゛ぃ゛～ンッ♡

ま、間違ったぁ♡パーティメンバーとして、処置してもらわないと駄目♡



激しくタップリ♡濃厚な手当を、これからしてもらうんだぁ♡

だから、ね♡一部屋で十分♡他に部屋は要らないよ♡

えっ、宿代も要らない？

傷ついた勇者様から、お金なんか受け取れない？

四の五の言わずに、受取りつつ鍵を寄越しなよッ♡

事は一刻を争うんだっ♡早くッ♡早くぅ～っ♡

ほら君、行くよっ♡早くイきたいっ♡思いっきりッ♡

ふぅ、ふぅ♡あ、あまりにも必死コキ過ぎ？

イケメン勇者、全然気取れてない？

しょうがないだろ♡君のせいだぞぉ♡

きゃひんっ♡ンぉ゛ぉ゛ッ♡

で、でりゅっ♡出ちゃうからぁ♡

早くお部屋ッ♡ベッドインッ♡

し、閉めなきゃっ♡ドアもケツもっ♡思いっきりッ♡

よ、鎧も邪魔ぁっ♡コレも今すぐ脱がなきゃッ♡

そしてこうっ♡頭は下で、ケツ高々ッ♡

君が教えてくれた、東方に伝わる最上位のおねだりポーズッ♡

土下座って言うんだっけ？うん、僕にとってもお似合い♡

だからおねがぁい♡ご主人様ぁっ♡

許可ッ♡せっかく恵んで頂いたところ、恐縮ですがぁ♡

僕に出す許可、くださいっ♡くださぁいっ♡

んブぉ゛ッ♡あ゛ッでりゅでりゅっ♡でりゅぅ゛～ッ♡

のっほぉ゛ッ♡う゛ォ゛ヒョォ゛～ッ♡

き、君に頭を踏んづけてもらいながらぁ♡

ケツからザーメン逆噴射、させてもらって感謝ですぅっ♡

はひっ♡これから毎日ッ♡も、もちろんですっ♡



僕のケツもおトイレ♡ザーメンの入れ物♡

続けたら、本物のおトイレでさぁ♡

便器に座って、力んだ瞬間にイっちゃうかも♡

まともにおっきぃのも、出せなくなっちゃうのは確実だけど♡

謹んで、君のケツ穴おトイレとして、励ませて頂きますッ♡

で、ですからぁ♡前の穴♡

おまんこにも、どうかっ♡どうかっ♡

ご主人様の、おちんぽ様ソードのムカつき♡

それを解消するための、コキ捨て場とする名誉を賜りたくぅっ♡

えっ！？いいの！？やったぁっ♡

じゃあじゃあじゃあ、ご主人様ッ♡

早速ベッドに寝転んでよっ♡

あ、珍しく素直♡優しいッ♡好きッ♡

でも僕は、油断なんかしてあげないからなっ♡

こうやって、胸板を馬鹿乳でパイズリしてあげながらぁ♡

ちゅっ♡お口でキス♡

おまんこでも、キス♡ンぉ゛ッ♡

ご、ごめんね♡僕ばっかりイッちゃってぇ♡

おちんぽ様ソード、お陰で逆にご機嫌垂直♡

なっがい僕の脚でも、爪先まで立ててやっと♡

びっきびきで、カッコ良すぎてぇ♡

僕のおまんこ鞘に、収まるかどうかもわかんないけどぉ♡

必死コイてご奉仕しますので、どうかタップリ楽しんで♡

で、では♡頂きまぁすっ♡

ンぉ゛ッ♡お゛ッ♡ほぉ゛ォ゛～ッ♡

ご、ごめんん♡僕のおまんこ鞘で、おちんぽ様ソードもぐもぐ♡

あんまりにも、嬉しすぎてぇッ♡

一気に子宮口でも、ぶちゅぶちゅラブキス♡



いっぺんに、捧げちゃったぁっ♡

あ゛ッ♡ビクビクしてるぅっ♡

しゅみませんっ♡腰ッ♡腰振らなきゃッ♡

お゛ッ！？お゛ッお゛ッ♡

ぬぅ゛ッ♡ヒョォ゛～ッ♡

ど、どう動いてもイイトコ当たるッ♡

狭いぞ♡雑魚め♡もっと激しくエグりやがれってっ♡

おちんぽ様ソードが、ご不満ビクビクするだけでっ♡

ご奉仕しながら、君に命令されてりゅぅ゛～っ♡

ほぁ゛ッ♡ほぁ゛ァ゛～ッ♡

はひぃっ♡僕、もう膝どころか腰ガクガクッ♡

腰抜け勇者でごめんなさいっ♡

お゛ッほぉ゛ッ♡のひょほぉ゛～ッ♡

そ、その通りだって♡チンピク同意ッ♡嬉し過ぎっ♡

きゃっひンぉ゛ッ♡ほぉ゛～ッ♡

け、ケツをシバいてぇ♡

さらに深くブッ挿されってぇ♡手伝ってくれるのだめっ♡

今は僕が、ご奉仕する番だぞぉっ♡

僕、自分で子宮ッ♡君のコキ捨て場、エゲつない勢いでぇっ♡

おちんぽ様ソードで、ブン殴れるもんっ♡

ほ、ほらッ♡ンッほぉ゛ぉ゛～ッ♡

あ゛ッ負けッ♡負けましたぁっ♡

勇者とっても、クソ雑魚でぇすっ♡

威勢ばっかり良くて、あっさりおちんぽ様ソードに大敗北ッ♡

い、一回負けたので♡ちょっと休憩させてくださぁいっ♡

ンピィ゛ッ♡ふざけんなカスって、乳首を抓ってご命令ッ♡

はひ、僕言うコト聞くッ♡自分でもっと負けましゅぅ゛～ッ♡

お゛～ッ！？お゛ッお゛ッ♡お゛～ッ♡

ち、乳首離してぇッ♡腰ッ♡止まんにゃぃ゛ぃ゛～ッ♡

抓られるたんびにっ♡爪先ビィンッ！って跳ね上げてぇッ♡



負け確腰振りカマしちゃう゛ぅ゛～ッ♡

ほぁ゛ッ♡ほぁ゛ァ゛～ッ♡

けちゅっ♡けちゅしばくのもらめっ♡

乳首で跳ねあがって、ケツでどっちゅんっ♡

僕、勇者なのにっ♡全自動ッ♡

おちんぽ様ソードシゴき器に、されちゃってりゅぅ゛～ッ♡

せ、せめてキスッ♡間抜けなオホ声、抑えさせてぇっ♡

このままじゃ、モンスターと勘違いされちゃうよぉっ♡

ン～ッ♡ン～ッ♡ンッ！？ほぉ゛ォ゛～ッ♡

お゛ッお゛ッうォ゛ッ♡ほぁ゛ッ♡ほぁ゛ァ゛～ッ♡

ほぁ゛ッちゃぁ゛～ッ♡

あ゛～ッ♡あ゛ッあ゛ッ♡

ザーメンッ♡ザーメンびゅるびゅるっ♡

嬉しッ♡ひぃ゛ぃ゛～ッ♡

へぇ˝～ッ♡へぇ゛～ッ♡お゛ヒッ♡

あ、ありがとう♡ございましたぁ♡

ご満足、頂けましたでしょうかぁ♡

ほぁ゛ッ♡ほぁ゛ァ゛～ッ♡

ご、ごめっ♡誠意が足りませんでしたぁっ♡

はひっ♡もっと元気に喘ぎながら、さらに立派に腰振ってぇッ♡

勇者がおちんぽ様ソードに負けまくってるの、皆さんに聞いて頂きますぅっ♡

ほっ♡ほっ♡あ゛ッイぐッ♡イッてりゅぅ゛ッ♡

負けッ♡勇者とっても負けまくりぃ～っ♡

ただのドスケベモンスターとして、退治されるのだいちゅきぃ゛～ッ♡

ンむっ♡！？へっ？ちゅっ♡ちゅっ♡

ンむぉ゛～ッ♡



ほぁ゛ッ♡ほぁ゛ァ゛～ッ♡

はひぃんっ♡も、もう良いんですねご主人様っ♡

ドスケベモンスター♡
偽物勇者退治、お疲れ様でしたぁ♡

今、おちんぽ様ソードを抜かせて頂きますのでぇ♡

少々お待ちをっ♡ち、力♡全然入らないけどぉ♡

聖剣抜いた時より、ずっとずっとキツいよぉッ♡

でも、全力で頑張らせて頂きますぅっ♡

え、えいっ♡ン、ンぉ゛ぉ゛～ッ♡

ほぉ゛ッ！？ほぁ゛ッ♡ヌッヒョォ゛ォ゛～ッ♡

はひ～っ♡はひぃっ♡ぬ、抜けましたぁ♡

これにて身の程知らずの馬鹿雌討伐、完了ですぅ♡

後は、僕の身体♡戦利品を、ベッドとして♡

逞しい身体で、ブッ潰して下敷きにしつつ♡

安らかに、馬鹿乳枕でお眠りくださぁい♡

あ゛ヒィ゛ンッ！？な、なんで裏返すのさっ♡

退治した勇者を、雌肉ベッドにするのは荷物持ちの役目ッ♡

そう僕に教え込んだのは、君だろぉ～っ♡

んぎゅっ♡あっ、馬鹿乳ハンドルぅっ♡

また、雄々しく握ってもらえちゃったぁっ♡

と、言うコトはまさかっ♡

き、金玉が♡まだまだ重い、とかかなっ♡

でも、ちょっと待ってよご主人様♡

あのね、僕の方は大満足超えてもう限界♡

君のおトイレ、どっちも満杯♡

両方の穴、くったくただし。

腰だって、情けなく抜けっ放し♡



これ以上負けさせてもらったら、明日も使いものになんないよぉ♡

えっ？そ、そんな情けない勇者様にはお仕置き？

ケツの穴に、聖剣の柄をブチ込んで根性注入♡

泣きわめきつつオホ声上げる僕の、乳首を引っ張り回してぇ♡

強制的に、ムリヤリ歩かせるだなんてっ♡

そ、そんなの♡ますますマゾが悪化しちゃうっ♡

イケメン勇者の仮面、被れなくなるっ♡

そ、それどころかぁ♡横を向いた瞬間、ちんぽヅラ♡

四六時中君に媚びてないと、落ち着かなくなっちゃうっ♡

これ以上、僕を勇者失格に躾けるの駄目♡

どうか、聖剣の柄じゃなくておちんぽ様ソード♡

ここで死ぬほど、ケツ穴にネジ込みまくって金玉スッキリ♡

その程度でご勘弁をっ♡ねっ♡ねっねっ♡

ほら、頭は下♡ケツは高々、ふぅりふりっ♡

また土下座おねだりするねっ♡

だ、だから♡どうかご容赦をぉ♡

のほぉ゛ッ！？お゛ッ♡おまんこぉっ♡

君ったら、もう♡さっきはケツって言ったのにぃ♡

でも、良い選択だね♡

うんうん、金玉スッキリにはコレ♡

僕のほかほかおまんこ鞘♡それで落ち着くのが一番さっ♡

ほぁ゛ッ！？ほぁ゛ァ゛～ッ♡

ち、違っ♡これ罠ッ♡罠だったぁっ♡

馬鹿乳引っ掴んで、固定されてる上にぃ♡

脚、折り畳んじゃってるからぁ♡

絶対絶対、逃げれないっ♡

土下座チンハメ、ヤバいッ♡ヤバいぃっ♡

ほぉ゛ォ゛～ッ！？ゆっくり抜くの、らめっ♡らめぇっ♡

まんこめくれるっ♡ガリガリ削れてなくなっちゃうっ♡

ンぉ゛ぅ゛ォ゛ッ♡う゛ッヒィ゛ぃ゛～ンッ♡



こ、今度はＧスポッ♡丁寧にほぢくられてぇッ♡

あ゛ッイくっ♡イくイくっ♡イッてりゅぅ゛～っ♡

しゅみませんっ♡許してッ♡

腰振らせてッ♡僕のおまんこ逃げさせてぇっ♡

んぎゅっ♡ぎゃ、逆におっぱいでっ♡

ぐんにゅりがっちり、固定されちゃったぁっ♡

まさか、次はぁっ♡

ほぁっ♡ほぁぁ゛～ッ♡

聖剣来たぁッ♡おちんぽ様ソードぉっ♡

僕の子宮口、ぶちゅぶちゅどっちゅんっ♡

オマケにグリグリッ♡

好き勝手に、コネて潰してド突きしゅぎにゃのぉ゛～ッ♡

ちゅぶれるっ♡僕の子供部屋、ぺったんこっ♡お゛ッ♡

お゛ヒ～ッ♡しょれらめっ♡

のほぉ゛ッ♡らめらめっ♡

何してもイくッ♡全部らめにゃのぉ゛っ♡

のほぉ゛ッ♡子宮潰すの、一番らめぇ゛～ッ♡

使い物にならなくなっちゃうだろぉ～っ♡

き、君の物だぞっ♡わかってるのかっ♡

あ゛ッあ゛ッごめっ♡ごめんなしゃいぃ゛～ッ♡

体重掛けて、潰しまくるのらめっ♡許してッ♡

はひぃんっ♡ぼ、僕のっ♡勇者のっ♡

女の子の一番大事な場所も、君のご自由オモチャにゃのぉ゛ッ♡

お゛ッ！？お゛ッお゛ッ♡お゛～ッ♡

正解どちゅどちゅっ♡あ゛ッありがとうっ♡

ありがとうございましゅぅ゛～ッ♡

はひぃ～っ♡はぁっひぃっ♡

や、やっと止まってくれたぁ♡

でも、油断は駄目だぞ僕ッ♡



ま、まんこ休憩させて頂き♡

ありがとうございます、ご主人様ぁっ♡

はい、しますっ♡

させて頂きます、ケツ穴聖剣ッ♡

これからの旅は、勇者の証で自分のケツ穴♡

歩きながら、もうさんざんいぢめてぇ♡

浮気ケツ穴アクメ、キメるたびにお仕置き♡

君に乳首で連れ回してもらって、もっともっとマゾアクメ♡

本物雄様に対し、負け絶頂をキメっぱなしですぅっ♡

ですからどうか、子宮許して♡

魔王を倒した後の、一番のお楽しみだぞぉ♡

君から授かる、女の子の最高の幸せ♡

地上でこれ以上存在しない、最高の名誉♡

僕に♡アルスじゃなくてアリスに、君の赤ちゃん産ませてぇ♡

えっ、いいの？やったぁ♡

で、でも♡ケツ穴聖剣だけじゃ、足りないだなんて♡

あ、新しい町に付くたんびに♡

夜のお店で、みんなの前で乳振りダンス♡

ラストはもちろん、ケツ穴聖剣引き抜いてぇ♡

こんなにおトイレにして頂きましたってっ♡

ザーメンケツからブチ撒けろだなんてっ♡

そんなのバレるっ♡僕が、勇者なんかじゃなくてっ♡

君専用♡に、荷物持ちのおじさんのぉ♡

好き勝手に使える、携帯型ザーメンおトイレだってバレちゃうだろぉっ♡

仮面はちゃんと着けさせてやるとか、そういう問題じゃないよっ♡

お゛ッお゛ッ！？ヤベッ♡ヤッベぇ゛～ッ♡

ご主人様の、ムカつきピストンッ♡

また始まっちゃったっ♡ぬっひょぉ˝～ッ♡

あ゛ッイぐッ♡イッてましゅぅ゛～ッ♡

はひっ♡強情態度ッ♡お゛ッ♡

子宮ごと、やわやわっ♡



パンパンどちゅどちゅっ♡

ケツごと、おちんぽ様ソードでシバかれてぇっ♡

粉砕ッ♡玉砕ッ♡大喝采ぃ゛～ッ♡

負けてますッ♡君におまんこで、負けまくりにゃのぉっ♡

はひっ♡何でもします、ご主人様ぁっ♡

僕なんかがっ♡偽物のよわっちぃ雌如きがぁっ♡

つよ雄様に逆らおうとして、ホントのホントにごめんなしゃいぃ゛～っ♡

あ゛～ッ♡あ゛～ッ♡あぢゅいっ♡

ご主人様の、本気お射精きたっ♡きたぁっ♡

あ゛ッ♡ヒョォ゛～ッ♡

膨らむッ♡僕の子宮ッ♡

ご主人様のお強いザーメン、流し込まれてッ♡

ごめんなさいアクメ、キメてりゅぅ゛～ッ♡

お、おトイレ♡偽物勇者風情がぁ♡

逆らってすみません♡ご自由にお使いくださいってぇっ♡

僕の代わりに、反省イキッ♡

キメてりゅっ♡キメっぱなしにゃのぉ゛～っ♡

お゛～ッ！？お゛～ッ！？

ご、ごめんなさいっ♡勝手にイッたの許してぇっ♡

あ゛ッイぐッ♡またおトイレ勝手にアクメしゅるぅ゛～ッ♡

はひっ♡もっと反省ッ♡死ぬほど反省ッ♡

馬鹿雌な僕を、死ぬほど躾けてッ♡

セックスで、偽物勇者をブッ殺してッ♡

もっとおトイレッ♡本物雄様の、持ち物ッ♡

便器としての身の程、思い知らせてくだしゃいぃ゛～ッ♡

あ゛ヒッ♡う゛ッヒィ゛ぃ゛～ンッ♡

お゛ッほぉ゛ッ♡け、けちゅっ♡



ケツ穴キツいよ、君ッ♡ご主人様ぁっ♡

ほ、ほらっ♡それなのに、僕♡

しっかりずりゅずりゅ♡逞しい腕をパイズリしてぇ♡

君にお縋りしてるからぁ♡ご、ご褒美ぃ♡

違った、お仕置きだねっ♡

ゆ、勇者の癖に♡勇者の証♡

女神様に頂いた聖剣で、ケツアクメしっぱなし♡

ロクに歩けない、偽物アホ雌な僕をぉ♡

どうか、本物雄様の、逞しい手で導いて♡

正しいおトイレの姿にっ♡ぐ、具体的にはぁ♡

マゾ乳首で引っ張り回して、くださいぃっ♡

ンピィ゛ッ♡う、嬉しッ♡ひぃ゛ぃ゛～ンッ♡

お゛ほぉ゛っ！？う゛ォ゛ッ♡ほぉ゛～ッ♡

う、嬉しすぎて腰抜かしてぇッ♡ケツ穴聖剣ッ♡

さらにふかぁく、ブッ挿しちゃったぁっ♡

あ、脚ッ♡ガニ股脚ピンしっぱなしぃっ♡

助けてッ♡ご主人様、助けてくださぁいっ♡

ケツ穴聖剣なんかで、動けなくなっちゃう僕をっ♡

寛大な心で許して♡しょうがねぇトイレだなってっ♡

やれやれしながら、その剛腕で持ち運んでくださぁいっ♡

ンッギュッ♡や、やったぁっ♡

ほぉ゛ッ！？ひィ゛ぃ゛～ンッ♡

お゛ひょぉ゛ッ♡ほぉ゛ぉ゛～んッ♡

しゅ、しゅごいぃっ♡男らし過ぎるよ、ご主人様ぁっ♡

僕をおっぱい引っ掴んで、無理やり気を付けさせてぇっ♡

そのまま本物の聖剣♡おちんぽ様ソードをネジ込んでぇっ♡

僕を本当の姿にっ♡い、一番お似合いなぁ♡

ザーメンおトイレとして、どちゅどちゅ運んでくれるんだぁっ♡



なんて幸せ♡サイコー過ぎるよ、ご主人様ぁ♡

えいっ♡だいちゅきホールドしながら、お礼のキス♡

んちゅっ♡ちゅっちゅっ♡れろれろっ♡れるぅっ♡

ンッ♡

ほぉ゛ォ゛～ッ♡あ゛ッでりゅでりゅっ♡

幸せ過ぎてケツ穴緩んでッ♡
せっかく詰め込んでもらった、ザーメン出てりゅぅ゛～ッ♡

ンぉ゛ほぉ゛ッ♡
あ、ありがとうございます。ご主人様ぁ♡

ザーメンタンクも出来ない、ケツ穴おトイレ塞いでくれてありがとう♡

もっとキス♡お礼のキスするね♡

ちゅっ♡ちゅっちゅっ♡

ンぉ゛ッ♡ぼ、僕の中で。おちんぽ様ソードもご満悦ぅ♡

ビクビクしてもらうだけで、僕なんかもう負けっぱなしっ♡

あ゛ッイくっ♡幸せ過ぎて、またご主人様に負けちゃうッ♡

のっほぉ゛ッ♡ん、んちゅっ♡へッ♡へっ♡

ああもう♡僕ったら、ドチャクソハッピー♡

こんな幸せ、独占してていいのかなぁ♡
えっ、勇者として。幸せを他にも分け与えるべき？

それに、旅は道連れが多い方が楽しい？

き、君。それはどういうことかな？

まさか僕以外に、おちんぽ様ソードを恵んであげるとかっ！

他の雌なんかをおトイレにして、濃厚ザーメンプレゼントするとかっ！

言わないだろうなっ！？そんなの僕、許さないんだからねっ！

ンォ゛ぉ゛～っ！？お゛ヒッ♡あ゛ッヒィ゛ッ♡

あ゛ッあ゛ッ無駄ッ♡ごめんイッぐっ♡

い、幾らご主人様がぁっ♡熱心どちゅどちゅっ♡

言い聞かせピストンしてくれたってっ♡



こればっかりはっ♡あ゛ッイぐッ♡

おトイレしゅんごく、イッてましゅぅ゛～ッ♡

ご、ごめんなさいっ♡でもらめっ♡許さないぃっ♡

お゛ッお゛ッ！？ぬぉ゛ッ♡ヒョォ゛ォ゛～ッ♡

け、けちゅっ♡ピストンしながら、ケツズボ反則ぅ゛～ッ♡

こんなの僕、絶対負けるっ♡

お゛～ッ♡お゛～ッ♡

子宮ッ♡どちゅどちゅブン殴られながらぁっ♡

んほぉ゛ッ♡けちゅあなっ♡ぐちゅぐちゅぅ゛～ッ♡

お゛ッお゛ッおまんこっ♡おまんこ食いしばっちゃうッ♡

わかりました♡許して♡ってぇっ♡

同意と謝罪の、ラブキスぶちゅぶちゅッ♡

子宮口が勝手に、おちんぽ様ソードに捧げちゃうぅ゛～ッ♡

ンぉ゛ッ！？アへッ♡ひぃっ♡

な、なんで♡僕におちんぽ様ソードをネジ込むのもっ♡

ケツ穴ほぢくるのも、やめちゃうのさぁっ♡

そのまま濃厚ザーメン、ブッ放せばおわりっ♡

大喜びで、わかりました♡

仰せのままに、ご主人様ってっ♡

最高に気持ち良く、僕が負け雌宣言ッ♡

アクメしながら、キメるとこだっただろぉ～っ♡

ねっ、ご主人様ぁ♡ちゅっちゅっ♡

休憩なんかしないで、一気に僕を惨敗させちゃお♡

お願い、おねがぁい♡どちゅどちゅ再開ッ♡

ケツ穴ほぢほぢも、サボんないでよぉっ♡

こ、こうなったらっ♡僕が自分で負けるしかっ♡

勇者の新たな、大敗北確定必殺技ッ♡

セルフどちゅどちゅで、いっぱい負けまくってやるんだからなっ♡

そうと決まれば、せ～のっ♡



きゃぁ゛ッ♡ヒィ゛ぃ゛～ンッ♡

ご、ごめっ♡ごめんなさいっ♡

はひ、僕なんかには負ける自由もありませぇんっ♡

ご主人様に、使って頂くことしかできませぇんっ♡

お、大人しく♡おちんぽ様ソードあっためてますぅっ♡

ほぉ゛ッ！？ご、ごめっ♡ビクビクさせるのらめっ♡

しっかり抱き着いてるのに、自分の馬鹿乳の重さだけでぇっ♡

ずるずるズリ落ちて、子宮を潰しちゃってるッ♡のっほぉ˝～ッ♡

ゆ、許してぇっ♡全自動で負けアクメキメるの、やだっ♡やだぁっ♡

君にばっかり負けたいんだぁっ♡腰ッ♡

いいや、僕を振ってッ♡
おトイレ使ってよ、ご主人様ぁっ♡

えっ♡使って欲しければ、使い心地の良さそうな♡

僕みたいにイケメン気取った、新しいおトイレ紹介しろだなんてっ♡

そんなのヤダッ♡おちんぽ様ソードの浮気もやだっ♡

僕以外のおまんこ鞘ッ♡
ザーメンおトイレ、手に入れるのも禁止だよぉっ♡

お゛ひぃ゛～ッ♡
どちゅどちゅせずにっ♡ぐりぐりぃっ♡

わ、わかりましたぁ♡子宮♡子供部屋♡

コキ捨てお便器守るためにぃ♡おトイレ、言うこと聞きますぅ♡

こ、これから向かう国の騎士団長様とかさぁ♡

本当はお姫様の癖に、男気取りで先陣を切ってぇ♡

モンスターを倒して、調子コイてるらしいんだけど、どうかなっ♡

ンぉ゛ォ゛ッ♡良さそうだなって、おちんぽ様ソードッ♡

びくびくしてりゅぅ゛～ッ♡

じゃ、じゃあさ♡君の好きな、土下座の本場ッ♡

東方から来た、モンスター退治の達人ッ♡



女を捨てた故に、拙者のコトは剣聖と呼べとか抜かすアホ雌♡

そんなクソカスおトイレが、この辺をほっつき歩いてるとか♡

僕、聞いたこともあるんだけどぉ♡

お゛ッほ゛ッ♡う゛ぅ゛ッ♡ヒィ゛ぃ゛～ッ♡

ぴ、ピストンだけじゃなくっ♡歩き出しちゃったぁっ♡

本命おトイレ使いながら、浮気おトイレ探す気だぁっ♡

なんてご主人様だっ♡止まってッ♡止まってぇっ♡

おちんぽ様ソードは止めずに、脚だけタンマッ♡ストップぅっ♡

お゛ッほぅ゛ォ゛ッ♡ぬぅ゛ッヒョォ゛～ッ♡

わ、ワガママ抜かしてごめんなさいっ♡

はひっ♡ケツアクメで負けたので、反省しますっ♡

お゛～ッ！？お゛～ッ♡まんこも負けるッ♡

しにゅっ♡おトイレ、持ち運ばれながらアクメ討死しちゃぅ゛～ッ♡

ほぉ゛ッ！？へぇ゛ェ゛～ッ♡

んちゅっ♡ちゅっちゅっ♡

は、はひぃ♡おトイレ、くたばってる暇ありませぇん♡

コキ捨て感謝♡使ってくれてありがとぉ♡

はぁ、ちゅき♡だいちゅきぃ♡んちゅっ♡

ほぁ゛ッ！？ほぁ゛ァ゛～ッ♡

ご、ご主人様っ♡お射精したのにノンストップぅっ♡

こんな逞しいおちんぽ様ソード、僕だけじゃ独り占め無理ッ♡

心の底からっ♡子宮の奥までザーメンみぃっちり♡

叩き込んで頂きましたのでぇ♡

新しいおトイレ、必死コイて探しますぅっ♡

お゛ッお゛ッ！？お゛～ッ♡お゛～ッ♡

ノリノリピストンッ♡らめっ♡らっめぇ゛～ッ♡


